
池袋ターミナル案内サイン整備の検討状況 

１．検討概要 

◇目 的：初めて池袋駅を利用する人にとっても、分かりやすい池袋ターミナルを実現

するため、全ての関係者が連携し、一貫したサインシステムを整備する。 

◇対象範囲：池袋駅地下通路及び地下街、東西駅前広場 

◇検討手順：案内サイン共通化整備の指針となる「池袋ターミナル案内サインガイドライ

ン（以下、サインガイドライン）」を策定し、その後、このサインガイドライン

に基づき、事業者の皆様とともに「池袋駅案内サイン整備計画（以下、サイン

整備計画）」の検討を進めてきました。 

サイン整備計画の検討作業や、平成 29年 11月に実施した案内サイン掲出実

験の結果を基に、表記デザイン等を調整し、改良を加えてきたため、これらの

更新内容をサインガイドラインにも位置付け、今後の共通化整備に反映させて

いきます。 

２．サイン整備事業の検討経緯・スケジュール 
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平成 29 年 5 月 9 日 第 5 回 池袋駅周辺地域再生委員会 

・サインガイドラインの確認 ⇒ 策定( Ver.1.0) 

各施設管理者との調整 ・整備計画の調整 

（平成 29年 11月 サイン掲出実験） 

平成 30 年 5月 9 日 第 7 回 池袋駅周辺地域再生委員会 

・サインガイドラインの確認 ⇒ 更新( Ver.1.1) 

・サイン整備計画の確認 ⇒ 策定 

平成 30 年 1 月 24 日 第 6 回 池袋駅周辺地域再生委員会 

・サイン整備に関する検討状況の報告 

各施設管理者との調整 ・サイン整備計画の調整 

平成 30～31 年度 各施設管理者によるサイン整備 

必要に応じたサインガイドラインの Version up 


